
地理学習における
Google Earthの活用

～WebGISを活用した地理学習における事例の一つとして～

Google Earthで田茂萢岳から青森市内を眺望



Google Earthの特性

　　　　　　＝ズームイン／アウト・回転が自由自在　　

地理学習におけるGoogle Earthの活用

理解と関心が深まる

児童生徒は様々な視点から考察が可能　　



地理院地図で
百瀬川扇状地
を見てみます。
赤丸部分は天
井川です。拡大
してみます。

地理学習におけるGoogle Earthの活用



地理院地図の上空写真で

は，トンネルの上を川が流

れている，天井川であるこ

とが，少し実感しにくい…　　

地理学習におけるGoogle Earthの活用



Google Earthでは，ズームイン／

アウト・回転が自由自在で，児童生

徒は様々な視点から考察が可能　　

地理学習におけるGoogle Earthの活用



ズームイン／アウト・回転が

自由自在で，様々な視点から

考察が可能　　

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，
地理学習におけるGoogle Earthの活用

理解と関心が深まる／児童生徒自ら課題解決を目指す

プロジェクト機能の活用で，

魅力的な教材開発・授業展開

が可能

教員による「問い」の設定



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，
地理学習におけるGoogle Earthの活用

中学校・地理的分野「北アメリカ州」／高校『地理総合』B「国際理解と国際協力」

アメリカで行われている大規模な農業には，どのような利点と課題があるだろうか？



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，
地理学習におけるGoogle Earthの活用

ストリートビューで見てみると，

円形に散水する巨大なアームがありました。



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，
地理学習におけるGoogle Earthの活用

向かい側には，フィードロットと呼ばれる，

肉牛の肥育場もありました。



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，
地理学習におけるGoogle Earthの活用

赤線が西経１００度付近であり，

グレートプレーンズと呼ばれる大平原



中学校・地理的分野

「北アメリカ州」

高校・『地理総合』

B「国際理解と国際協力」

アメリカで行われている大

規模な農業には，どのよう

な利点と課題があるだろ

うか？

センターピボット　地下水のくみ上げ　

回転するアームで散水　飼料作物の栽培

フィードロット　肉牛を多頭数で肥育させる

グレートプレーンズ　西経１００度

スーパーで売られているアメリカ産牛肉

ヴァーチャルウォーター

オララガ帯水層　地下水位の低下

土壌浸食

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，
地理学習におけるGoogle Earthの活用

アメリカの企業的農業に関する，

関連づけられた知識の習得

https://earth.google.com/web/@39.44203838,-100.08217484,1704.61728196a,10857830.86745024d,30.00182382y,-0h,0t,0r/data=MikKJwolCiExd21KQ1dKOV8wOGM0OU85ejF2dldHSHhVYy1fRE16RXggAQ
https://earth.google.com/web/@39.44203838,-100.08217484,1704.61728196a,10857830.86745024d,30.00182382y,-0h,0t,0r/data=MikKJwolCiExd21KQ1dKOV8wOGM0OU85ejF2dldHSHhVYy1fRE16RXggAQ
https://earth.google.com/web/@39.44203838,-100.08217484,1704.61728196a,10857830.86745024d,30.00182382y,-0h,0t,0r/data=MikKJwolCiExd21KQ1dKOV8wOGM0OU85ejF2dldHSHhVYy1fRE16RXggAQ
https://earth.google.com/web/@39.44203838,-100.08217484,1704.61728196a,10857830.86745024d,30.00182382y,-0h,0t,0r/data=MikKJwolCiExd21KQ1dKOV8wOGM0OU85ejF2dldHSHhVYy1fRE16RXggAQ


次ページからは，プロジェクトの作り方です。

小学校３年社会科の最初
の単元である，「市の様
子」を基に，鉄道に着目し
たプロジェクトを作成して
みます。



プロジェクトの作成（１）

プロジェクトのアイコンをクリック



プロジェクトの作成（２）

「新しいプロジェクト」をクリック

「～プロジェクトを作
成する」をクリック



プロジェクトの作成（３）

「プロジェクトを編集」をクリック

プロジェクトにタイトルをつけましょう

プロジェクトの説明も追加できます



プロジェクトの共有（１）

アクセス権を変更
しましょう。



児童生徒にプロジェクト
を編集させる場合は，
「編集者」に変更します。

プロジェクトの共有（２）

リンクを児童生徒に伝える方法の例
・Classroom
・サイトでWebサイトを作成



とりあえずプロジェクトの枠組みは完成しました。
次はプロジェクトの中身を充実させていきます。



アイテムの追加（１）

様々な方法があります。
まずは「アイテムの追加」から
「検索して場所を追加」してみ
ましょう。



アイテムの追加（２）

①青森市を検索します。

③ここをクリックして，
境界線をなぞります。

②そのままプロジェクトに追加してしまうと，
境界線が消えてしまうので・・・



アイテムの追加（３）

市の境界線をラインでなぞっていき
ます。修正は後でも可能なので，ま
ずは，大まかにラインをシェイプして
いきます。



アイテムの追加（４）

このアイテムでは使いませんが，画像やyoutube動画
を入れることができます。

「問い」や児童生徒への指示などが入力できます。
別資料のリンクを貼ることもできます。
ここではタイトルに「問い」を入力してみました。



アイテムの追加（５）

下にいくと，線の色や幅，塗りつぶしを調整す
ることができます。

ここをクリックすると，このビュー
をプレゼンテーションに保存でき
ます。



アイテムの追加（６）

前スライドのプレビュー画面です。
必要に応じて「情報ボックス」の大きさを調整しましょう。



アイテムの追加（７）

市の境界線をなぞった時と同じ要領で，
新幹線と在来線を色分けしながら，ライ
ンでなぞってみます。

「地図のスタイル」アイコンをクリックして，
「カスタム」から不必要な情報のチェックをはずし，

「鉄道路線」だけを☑。



アイテムの追加（８）

つまずいている児童には，青色と黄色のまじわった
ところを拡大させていけば，気づくことができるか
もしれません。

新幹線と在来線の
ラインで色分けし
て，「問い」を設定
みました。



アイテムの追加（９）

このままだとイメージしにくいので，アングルを変えるよう
指示してみましょう。

アングルの変える方法は，shift＋左クリック＋上下左右



アイテムの追加（10）

新青森駅だとわかれば，黄色が新幹線，青色が在来線を表して
いることが理解できるかと思います。

以上のような作業を繰り返して，アイテムを必要に応じて増や
していきます。



アイテムの追加（１１）

アイテムはいつでも編集可能です。

アイテムを非表示にして児童生徒の一人一台端末と共
有し，授業展開に応じて，表示してもらうように指示す
ることも効果的だと考えられます。



スクリーンショット→スライドなど
で加工→画像化→全画面スライド
で表示など，アイテムの追加には
様々な工夫が考えられます。

アイテムの追加（12）



「アイテムを追加」から，「全画面スライド」
をクリック

画像などを挿入すると、前のスライド
ようなアイテムができあがります。

アイテムの追加（１３）



ＰＣ
タブレットＰＣ

ｉＰａｄ
スマホ

Google Earth 
Web版

○
△

※アプリのインス
トールが必要

プロジェクトの表示 ○ ○

プロジェクトの作成 ○ ×

iPadが配置されている学校は，プロジェクトを児童生徒に作成させる場合は，
情報処理室で実施することも考えられます。

同じ要領で児童生徒がプロジェクトを作成することもできますが･･･



児童生徒の端末からはどう見えているか（１）

Classroomに貼りつけたリンクをクリックすると，この画面になります。

今回はネタバレしたくないので，まずは高速
道路の表示を消すように指示します。

「地図のスタイル」をクリッ
クします。



児童生徒の端末からはどう見えているか（２）

「情報表示なし」をクリックすれば消えます。

「地図のスタイル」
をクリック



児童生徒の端末からはどう見えているか（３）

①プロジェクトに戻り，
アイテムをダブルクリックすれば，
情報ボックスが現れます。

②　①の学習活動が終わったら，
次のアイテムを表示にするように
指示します。



児童生徒の端末からはどう見えているか（４）

「アイテムを非表示」をクリックし，
非表示にするように指示します。

前の学習活動のアイテム
が邪魔なので・・・

消えました



青森市の鉄道の移り変わり（１）～小３「市のうつりかわり」～

③1968～現在

②旧線
１９２６～1968

①旧旧線
１891～1926

児童が移り変わり
を理解できるよう
に教材化
青森市の鉄道の移
り変わり



青森市の鉄道の移り変わり（２）

南西方向に視点を移していくと・・・



青森市の鉄道の移り変わり（３）

平和公園から南
西に伸びている
遊歩道が，現在
の鉄道とぶつか
ることに気づき
ます。



青森市の鉄道の移り変わり（４）

新旧地形図を見れるサイトやデジ
タルアーカイブなどのリンクを
貼って具体化してみました。



青森市の鉄道の移り変わり（５）～①今昔マップ～

昔の地図では，線の左
と右で，年代が異って
います。

わかりにくいですが，昔に
線路があった痕跡が読み
取れます。

昔 今



青森市の鉄道の移り変わり（６）～②青森市史編纂室蔵～

１９２６年発行
なので，線路が
移設された直
後の地図

１９２６年当
時は「立案
中」であった
が，その後は
道路となる。
現在の「旧線
路道路」



青森市の鉄道の移り変わり（７）
～③青森県史デジタルアーカイブス～

竹内義文撮影　1968（昭和48）年　青森県所蔵県史編さん資料（青森県史デジタルアーカイブスより）

浦町駅（1926～68年）の写真



青森市の鉄道の移り変わり（８）

浦町駅と同時に廃止された，浪打駅と浪打銀座に関する
動画のリンクを貼ることで，地域課題の考察に向かうこ
とができるかもしれません。



Google Earthの活用まとめ（１）

○実物を見ることで，理解や関心が深まる。

○目的の周辺を探索できることで，偶発的発見もある。

○教員の「問い」を立てる技術により，真価を発揮する。

　→　学習者が「問い」を考察する中で，新しい知識を獲得
　　したり，知識を関連付けたりすることができる。
○学習者もプロジェクトを作成できる。

　→　事象を説明したり，自分の解釈を加えて論述したりす
　　ることができる。
　→　個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につなが　　
る



Google Earthの活用まとめ（２）

これまでの授業実践

Google Earthで考察＋フォームやスプレッドシートで共有

「主体的・対話的で深い学び」の中で，

児童生徒の資質・能力を育む地理学習の実現


